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期
券
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
カ
ー

ド
で
あ
り
、
1
枚
の
カ
ー
ド
で
Ｌ
Ｒ

Ｔ
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
を
、
ス

ム
ー
ズ
に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、

他
の
公
共
交

通
と
の
乗
り

継
ぎ
割
引
な

ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に

向
け
、
検
討

を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
よ
る
道
路

交
通
へ
の
影
響
は
？

答
宇
都
宮
市
境
か
ら
管
理
セ
ン

タ
ー
前
交
差
点
ま
で
の
県
道

部
は
、
交
差
点
付
近
や
停
留
場
付
近

を
拡
幅
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
4
車

線
を
維
持
し
ま
す
。

　

管
理
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点
か
ら
、

本
田
技
術
研
究
所
北
門
付
近
ま
で
の

町
道
部
は
、
道
路
西
側
を
拡
幅
し
現

在
の
4
車
線
を
維
持
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
工
事
期
間
中
に

つ
い
て
は
、
道
路
の
改
良
を
先
行
し

て
行
い
、
現
在
の
車
線
数
を
維
持
し

な
が
ら
交
通
へ
の
影
響
が
最
小
限
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲交通ICカードの利用イメージ

①宇都宮市境～管理センター前交差点（県道部）

②管理センター前交差点～本田技術研究所北門付近（町道部）
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導入前（4車線）

導入前（4車線）

導入後（4車線を維持、交差点付近・停留場付近のみ道路拡幅あり）

導入後（道路拡幅により4車線を維持）
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Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
「
公
設
型
上
下
分

離
方
式
」
で
運
営
す
る
こ
と
か
ら
、

整
備
主
体
（
下
）
を
担
う
本
町
及
び

宇
都
宮
市
が
軌
道
や
停
留
場
な
ど
の

施
設
や
車
両
な
ど
を
整
備
・
保
有
し
、

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
が

営
業
主
体
（
上
）
と
し
て
運
営
を
担

い
ま
す
。 

芳
賀
・
宇
都
宮
東
部
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

　

本
町
と
宇
都
宮
市
で
は
、
産
業
拠

点
の
維
持
・
向
上
や
公
共
交
通
空
白
・

不
便
地
域
の
解
消
な
ど
の
課
題
解
決

に
効
果
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む

た
め
、
平
成　

年　

月
に
「
芳
賀
・

27

11

宇
都
宮
東
部
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
で
は
、
基
幹
公
共
交
通
と
し
て
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
と
と
も
に
、
当
該
地
域

の
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
や
、

乗
り
換
え
の
拠
点
と
な
る
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
交
通
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
な
ど
の
事
業
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
確
実
に
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
の
取
組

　

平
成　

年
1
月
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

28

の
整
備
や
運
営
に
必
要
と
な
る
軌
道

事
業
の
特
許
を
取
得
す
る
た
め
、

「
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
」
を

取
り
ま
と
め
、
国
に
認
定
申
請
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に

か
か
る
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手

続
き
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
工
事
施
行
認
可
の
申
請

や
車
両
の
設
計
認
可
の
申
請
な
ど
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
様
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

導
入
イ
メ
ー
ジ
を
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
、
説
明
用
動
画
の

作
成
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
地
区
座
談
会
な
ど
の
説
明
会
や
芳

賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
を
通
じ
て
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
者
数
と
運
営

収
支
の
見
込
み
は
ど
れ
く
ら

い
な
の
？

答
利
用
者
数
は
「
県
央
広
域
都

市
圏
生
活
行
動
実
態
調
査
」

結
果
な
ど
か
ら
、
平
日
1
日
当
た
り

1
万
6
3
1
8
人
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
運
営
収
支
は
運
営
が
本
格
化
す

る
開
業
2
年
目
か
ら
単
年
度
で
黒
字

を
計
上
す
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
う
し
た
試
算
か
ら
、
需
要
の
定

着
が
図
ら
れ
る
開
業
４
年
目
の
運
営

収
支
は
約
１
・
３
億
円
の
黒
字
と
な

り
、
開
業
前
経
費
に
よ
っ
て
生
じ
た

累
積
損
失
は
開
業
９
年
目
で
解
消
す

る
見
込
み
で
す
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
は
ど
こ
で
乗
る
こ

と
が
で
き
る
の
？

答
町
内
に
は
4
箇
所
の
停
留
場

を
整
備
し
ま
す
。ま
た
、
芳
賀

町
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
付
近
に
、

自
動
車
や
二
輪
車
、
デ
マ
ン
ド
交
通

な
ど
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
へ
の
乗
り
換
え
が

で
き
る
施
設
で
あ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
運
行
開
始
に
向

け
、
路
線
バ
ス
を
含
め
た
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
、

交
通
事
業
者
や
関
係
機
関
と
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
祖

母
井
地
域
へ
の
延
伸
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
運
賃
の
支
払
い
は
ど
う
す
る

の
？

答
主
に
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ

る
支
払
い
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
は
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
な
ど
の
乗
車
券
や
定

運行
（営業主体）

軌道･路盤
(公共)

停留場
(公共) 車両

(公共)
施設・車両
の貸付

施設利用料
整備主体に
支払う費用

営業主体
民間のノウハウを生かした

効率的な運行や良質なサービスの提供

道路や橋と同様にまちづくりに欠かせない
持続性のある社会基盤として施設を整備・保有

公共（整備主体）

▲富山市

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る

よ
く
あ
る
質
問
と

回
答

合 計私 事業 務通 学通 勤
16,3181,3822741,30513,357平日
5,6482,764821312,671休日

●運営収支見込み（開業4年目）

収入 年間 約9.8億円（運賃、雑収入等）

年間 約8.5億円（人件費、経費、租税公課など）支出

▲トランジットセンターのイメージ▲芳賀町バスターミナル（芳賀町工業団地管理
センター付近）

公設型上下分離方式のイメージ

●１日当たりの目的別利用者数 （人）


